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平成 2 8年 5月 16 日

都道府県医師会担当理事 殿

28,5,18

平成 2 8年熊本地震によ

日本医師会常任理

今 村 定

期限内に履行されなかった場合の責任の免除について

今般、標記の件について、厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課より、各

都道府県知事等宛通知がなされ、本会に対しても周知方依頼がありました。

本件は、「平成 2 8年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対

し適用すべき措置の指定に関する政令 (平成 2 8年政令第 213 号)」が施行され

たことにより、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置

に関する法律 (平成 8年法律第 8 5号) 」の規定の一部が熊本地震による災害に適

用されることとなったことから、法令上の義務が期限内に履行されなかった場合の

行政上及び刑事上の責任が免除される政令が公布・施行されたものであります。

母体保護法 (昭和 2 3年法律第 15 6号) 第 2 5条の届出義務について適用がな

され、熊本地震により不妊手術又は人工妊娠中絶の実施の届出が期限内に履行され

なかった場合の取扱いについて示されております。

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会管下郡

市区医師会及び貴会管下会員への周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。

り母体保護法第2 5条の届出義務が
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期限内に履行されなかった場合の責任の免除について

母子保健行政の推進については、かねてより特段の御配慮をいただいているところで

あり、深く感謝いたします。

さて、「平成 28年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し適用す

べき措置の指定に関する政令 (平成 28年政令第 213号)」が、平成 28年 5月 2日に公

布され、同日から施行されたことにより、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等

を図るための特別措置に関する法律 (平成 8年法律第 85号)」の規定の一部が、平成 28

年熊本地震による災害に適用されることとなったところです。

これにより、法令に基づき平成 28年 4月 14日から同年 7月 28日までの間に履行期

限が到来する義務が平成 28年熊本地震により履行されなかった場合において、当該義

務が平成 28年 7月 29日′までに履行されたときには、当該義務が履行されなかったこと

について、行政上及び刑事上の責任 (過料に係るものを含む。) は問われないこととな

ります。

したがって、母体保護法 (昭和 23年法律第 156号)第 25条に基づく不妊手術又は人

工妊娠中絶に係る届出義務についても、平成 28年 4月から6月までの間に実施した不

妊手術又は人工妊娠中絶に係るものについては、平成 28年熊本地震により各自の翌月

10日までに履行されなかった場合において、当該届出が平成 28年 7月 29日までになさ

れたときには、同法第 32条の規定する罰金の刑は免除されることとなります。

つきましては、貴会会員におかれても、御了知頂きたく、周知をお願い申し上げます。

なお、本件につきましては、別添のとおり、各都道府県・指定都市 ・中核市あて通知

しておりますことを申し添えます。



参考・母体保護法 (昭和 23年法律第 156号)(抄)

(届出)

第 25条 医師又は指定医師は、第 3条第 1項又は第 14条第 1項の規定によって不妊手術又は

人工妊娠中絶を行った場合は、その月中の手術の結果を取りまとめて翌月 10日までに、理由

を記して、都道府県知事に届け出なければならない。

(第 25条違反)

第 32条 第 25条の規定に違反して、届出をせず又は虚偽の届出をした者は、これを 10万円以

下の罰金に処する。



雇児発 0512 第 2号
平成 28年 5月 12 日

都道府県知事
各 指定都市市長 殿

中核市市長
厚生労働省雇用均等・児童家庭局長
( 公 印 省 略 )

特-定非-常坦溝室の被害事:の権利劇-益四塁全等-を図ゑための蛙鋸堕装置ーに関±-る串酪律第-三

条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間の延長に関し当該延長
後の満了日を平成二十八年九月三十日とする措置を指定する件等について

「平成二十八年熊本地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し適用す
べき措置の指定に関する政令 (平成 28年政令第 213号)」が、別添 1のとおり、平成

28年 5月 2日に公布され、同日から施行されたことにより、「特定非常災害の被害者の

権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律 (平成 8年法律第 85号)」(以下
「法」という。) 御i添 2) の規定の一部が、平成 28年熊本地震による災害に適用され
ることとなった。

具体的には、法第 2条第 1項の特定非常災害に平成 28年熊本地震による災害が指定
され、その被災者等について、行政上の権利利益の保全等のための期間の満了日の延長

や、法令上の義務が期限内に履行されなかった場合の責任の免除等の措置が行われるも
のである。

これを受けて、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に

関する法律第三条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間の延長
に関し当該延長後の満了日を平成二十八年九月三十日とする措置を指定する件 (平成
28年厚生労働省告示第 221号)」 (以下「告示」という。) が、別添 3のとおり、平成 28

年 5月 6 日に公布された。

この告示により、児童福祉法 (昭和 22年法律第 164号) 第 6条の4第 2項の規定に

基づく養育里親名簿への登録等に関し、平成 28年熊本地震に際し災害救助法 (昭和 22

年法律第 118号) が適用された市町村の区域 (以下「特定被災区域」という。) 内に居

住地を有する者等について、有効期間等を延長し、その満了日を平成 28年 9月 30日と

すること等とされた。

これらに伴う当局所管の法令の運用における留意点等は下記のとおりであるので、御

了知の上、適切な対応方御配意いただくとともに、都道府県におかれては管内市町村に

周知されるようお願いする。



記

第 1 行政上の権利利益の保全等のための期間の満了日の延長について

1 告示により有効期間等の満了日を延長した許可等のうち、当局所管の法令の規定

に基づくものは、次のとおりである。

○ 特定被災区域内に居住地を有する者に係る児童福祉法第6条の4第2項の規
定に基づく養育里親名簿への登録

2 告示により指定された措置のほか、法第 3条第 1項に規定する行政庁又は行政機

関は、平成 28年熊本地震による災害の被害者であって、理由を記載した書面によ

りその特定権利利益 (法第 3条第 1項)に係る満了日の延長の申出を行ったものに

ついて、平成 28年 9月 30 日までの期日を指定してその満了日を延長することがで

きる (法第 3条第 3項)。

第2 法令上の義務が期限内に履行されなかった場合の責任の免除について

1 法令に基づき平成 28年 4月 14日から同年 7月 28日までの間に履行期限が到来

する義務が平成 28年熊本地震により履行されなかった場合において、当該義務が

同月 29 日までに履行されたときには、当該義務が履行されなかったことについて、

行政上及び刑事上の責任 (過料に係るものを含む。)は問われない。(法第 4条第 2

項)

2 当局所管の法令に基づく届出等のうち、法第4条第 2項の規定の適用を受ける届

出等の例は、次のとおりである。

(1) 児童福祉法関係
○一時預かり事業の開始、変更、廃止及び休止の届出 (第 34条の 12)

○病児保育事業の開始、変更、廃止及び休止の届出 (第 34条の 18)

○認可外保育施設の事業の開始、変更、廃止及び休止の届出 (第 59条の 2)

(2) 母体保護法 (昭和 23年法律第 156号)関係
○ 不妊手術又は人工妊娠中絶の実施の届出 (第 25条)

(3) 児童扶養手当法 (昭和 36年法律第238号)関係
○ 児童扶養手当の支給を受けている者が死亡したときの届出 (第 28条第 2項)
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の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
(
以
下
「
法
」

月曜日

と
い
う.)
弟
二
条
第
一
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
平
成
二
十
八
年
鏡
本
地
震
に
よ
る
災
害
を
指
定
し
、
同
年
四
月

十
四
日
を
同
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
.

^
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
)

鏡
二
条

前
条
の
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
法
弟
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置
を

指
定
す
る
.

・

A
延
長
期
日
)

第
三
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
三
,

十
日
と
す
る
.

{
免
責
期
限
}

′

第
四
来

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
四
集
第
一
項
の
政
情
で
定
め
る
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日
と
す
る
.

^
法
人
の
破
産
手
続
属
姫
の
決
定
の
特
例
に
閲
す
る
措
置
に
係
る
期
日
)

第
五
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
年
四
月
十
三

日
と
す
る
.

^
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
)

篇
六
条

第
ー
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
弟
六
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
熊
本
県
の
区
域
と
す
る
.

2

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
と

す
る
.

.

附

則

.

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
.

内
閣
糧
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

総
務
大
臣

山
本

早
苗

法
務
大
臣

岩
城

光
英

皿
皿
皿
-

省

令

…
m
m
…

平成 28 年 5 月 2 日
0
文
鶴
科
学
省
令
簾
二
十
五
号

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
擾
具
セ
ン
タ
ー
法
滝
行
令
^
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
)
第
六
条
婚
ニ
号

^
同
令
附
則
籍
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む.)
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
浪
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

撮
莫
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
犠
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
.

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
蟹
臭
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
弟
五
十
一
号
v
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

附
則
第
一
条
の
二
中
「
、
第
二
十
七
条
」
を
「
.
同
条
ー
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
、

^
平
成
二
十
八
年
無
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
起
因
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
埼
合
に
お
け
る
災
害
共
済
給
付

契
約
の
契
約
締
結
期
限
の
延
長
)

第
一
熊
の
三

令
附
則
簿
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
支
払
期
限
が
延
長
さ
れ
た
学
校
の
設
置
者
に
係
る
第
二
十
七
条
に

規
定
す
る
契
約
締
結
期
限
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
附
則
第
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
支

払
期
限
と
す
る
.

附
則
第
六
条
中
「
及
び
附
則
弟
一
条
の
二
」
を
「
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
」
に
改
め
る
.

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
.

-
一
皿
馴

告

示

m
m
…
…

0
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
五
号

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に

関
す
る
政
令
^
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
三
号
v
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に

関
し
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
盤
槽
鋼
利
益
の
保
全
叢
を
障
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る一
法
律
^
平
成
八
年
法
律

第
八
十
五
号
)
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
弓
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
権
利
利
益
に
採
る
満
了
日
を
延

長
す
る
措
置
に
つ
い
て
波
の
と
お
り
定
め
る
.

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日

蓬
輩
誓
の
馨
者の
瑞
裂
の榛全等
蓋
るた
お
恥
額
瞳
護
鮭
頚
三
爺
-
馳
楚

に
よ
る
特
定
櫨
剰
利
益
に
係
る
桝
了
日
を
延
長
す
る
措
置
(
以
下
「
轟
了
日
延
長
措
置
」
と
い
う.)
の
対
象
者
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
^
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
十
八
号
)
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
住
所
{
警
備
業
法
(
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
)
轄
五
条
第

四
項
及
び
道
路
交
通
法
^
階
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
)
第
五
十
一
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
権
利
利
益

に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
た
る
農
業
賄
又
は
主
た
る
薯
葡
所
望
塑
性
母

を
有
す
る
者
叉
は
法
人
で
あ
っ
て
同
表
の
下
棚

に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
横
了
目
延
長
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
日
は
、
平
成
:
十
八
年
九
月
三
十
日
と
す
る
.

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
繊
法
第
七
条
の
二
第
一
項

艶
刀
剣
額
露
等
取
締
葦
第
五
条
の
=
第
三
項
第

鞠
召
類
露
叢
締
髪
五
条
の二
第三
項
第

銃
砲
刀
剣
嶺
所
持
等
取
締
法
第
五
条
の
二
第
三
項
第

三
号 認

鑓
頻所
持
護
樫
第
五
条
の二
第
最
第

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
鴬
五
条
の
二
第
三
項
第

一
号 難

瑠
顔
護
繁
璽
船
魂
十三
霊
律

禦
と
な
姦
蛋
利
利
益
の
馨
と
な
る
法
令
の灘曜鰯醐

譲醐
灘
鰯
滋
極

叡
智
修
了
謎
明
善
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

蜘
翻
鰍
綴
灘
醗
服
難

競
お
競
強飛
躍勅
鱈
藍
終
望

現
に
聾
唖
涛
綿
織
登
庸
持
し
て
い
る
者

講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

対

象

者
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道
路
交
通
法
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号

道
路
交
通
法
第
百
条
の
二
第
一
項
第
一
号

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号

輔繍披岨濡鱗肋計林鏡勧橿舘か
顎̂
同条第
二

道
路
交
通
法
第
九
十
六
条
の
二

道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
の
二
第
三
項

道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
の
二
第
二
項

道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項

道
路
交
通
法
第
九
十
条
第
一
項

道
路
交
通
法
第
八
十
七
条
第
六
項

道
路
交
通
法
第
五
十
-
条
の
八
第
六
項

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九
条
の
五
第
二
項

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
二
第
二
項

態
鞭
襲
撃
輪
免
許、
普
通二
輸
免
許又
は
原

構鎚轍瀦ず献鯉枇
輪免許、普
通--
輪
免
許又は
原

醗
錆
鷹
粋
顕
控
都-項第五
号に規
定

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
か
っ
た
者

憎
難
鰹嫌
酔蹴
脇
霧
錠聯
髭
距
離

髄犠数綱融嚇軌叶傭鰍効醇嚇普額梯た狩枕規
定

耐織
機掘鵜
離八
十
九条
第三項
後
段に
規定
する
害

繍繊
麗
議
糠
犠
震

縄鰯較鵜鵬棉動け赫機
勧二に規定する運転免
許

鰹
岐
纏
梯
評
議
の二第三
項に規定
する
免

譲
岐
離
繋
控
維
の二
第二項に
規定する
免

議
岐
纏
謎
建
離
叛
能
に規定する
免

鑓
綱
壊
樋
雛
第
八
十
九
条
第-
項
の
運
転
免
許
試
験
に

仮
免
許
を
受
け
た
者

器
謎
鏡
辱
-
条
の
八
第ー
項
に
規
定
す
る
馨

教
習
資
格
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

議
切
綴
禰
護
轍
蝿
第四
条又は
第六
条の
規

繊鈍劫測禰獅賠鰭軸鯖艦雌肺織物舵磁虻顛榊
観

受
け
た
者

銃砲刀剣類所特等取締法第七条の二第二
項
繊鈍劫測禰獅賠鰭軸鯖艦雌肺搬働舵磁虻顛榊
観

受
け
た
者

鴨
交
通
法
施
行
令
第
三
十
夏
の
六
第
;
項
第
二

譲
蓋
蕩
零
第三
雲
条
実
第二
霧
一

馳
堆
積
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
第
ー

謎
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
第
ー

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
第
二

号
ハ

篭
交通
捧
施
零
蜜二
十
三
条
の
六
第ー
泰
二

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
第
一

号
ホ

懸
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
-
項
第
ー

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
第
一

号
口

道
路
交
通
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
四
第
三
号

道
路
交
通
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
四
第
二
号

道
路
交
通
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
四
第
一
号

舗醐覇通暁鏡師齢嚇に計疎‐傑物距褐紀擬虻
鞘

擬唖唖通靴鯛蹄峠脇に肘豚孫鋤肥効粧雛に
縄

鏑
議
議
鰐
議に
獣
総
覧粧
塾
顕

含
む
.
)

掴
雛
翻
議運離
灘
雷

道
路
交
通
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項

道
路
交
通
法
第
百
一
条
の
四
第
一
項

霊 こに普 鰹 殺
す

う
と
す
る
免
許
に
係
る
卒
業
証
明
書
を
有
す
る

膚略搬顔轍繍筋齢務姫針だ噌初訳壌於顕繍お
号

蛸締蝕掴磯縄爺齢騨だけ彪識のふハ
第-項第二
号

橘織鮫縄轍繍鮒締梯姫叶穏唯却球甥沖縄窃か
号

値
磯

噸
醐

善 普 普 普 晋 大 大 繊
‐

繊
=巌

緩繍
雛
健
雛
戦
蜂
蟹
第-
号

厳蹴幡繍
龍
議陀針臨
熱
課
鶴
頃
第一
号

胆
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

自
動
二
輪
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

自
動
二
輪
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

自
動
二
輪
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

動
二
輪
車
免
許
を
受
け
て
い
る
者

琵
際
諺
馨
雛
頬
繋
蟹
禦
岬

証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新
期
間
が

す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
も
の

麟
醒
鰹
鷲
だけ
無
実
第二項第二
号

糊蝉那繍算盤圃蛸鱈鞠噂姫綱鱈鋤群繭唖
縞

擬
謡
繋
鯉
塾
鴫
蛭
雫
第-
号

報官
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道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
丑
第
五
号

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
五
第
四
号

道
路
交
遁
法
施
行
令
弟
三
十
四
条
の
五
弟
三
号
二

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
五
第
三
号
ハ

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
五
第
三
号
ロ

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
五
弟
二
号
ハ

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
ハ

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
二
第
二
号
二

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の
二
第
二
号
口

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
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特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律

(平成八年六月十四日法律第八十五号)

(趣旨)
第一条 この法律は、特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るため、特定非常災害が

発生した場合における行政上の権利利益に係る満了日の延長、履行されなかった義務に係る免

責、法人の破産手続開始の決定の特例、相続の承認又は放棄をすべき期間の特例、民事調停

法 (昭和二十六年法律第二百二十二号)による調停の申立ての手数料の特例並びに建築基準

法 (昭和二十五年法律第二百一号)及び景観法 (平成十六年法律第百十号)による応急仮設

住宅の存続期間の特例について定めるものとする。

(特定非常災害及びこれに対し適用すべき措置の指定)

第二条 著しく異常かつ激甚な非常災害であって、当該非常災害の被害者の行政上の権利利益の

保全等を図り、又は当該非常災害により債務超過となった法人の存立、当該非常災害により相続

の承認若しくは放棄をすべきか否かの判断を的確に行うことが困難となった者の保護、当該非常

災害に起因する民事に関する紛争の迅速かつ円滑な解決若しくは当該非常災害に係る応急仮

設住宅の入居者の居住の安定に資するための措置を講ずることが特に必要と認められるものが

発生した場合には、当該非常災害を特定非常災害として政令で指定するものとする。この場合に

おいて、当該政令には、当該特定非常災害が発生した日を特定非常災害発生日として定めるも

のとする。

2 前項の政令においては、次条以下に定める措置のうち当該特定非常災害に対し適用すべき措

置を指定しなければならない。当該指定の後、新たにその余の措置を適用する必要が生じたとき

は、当該措置を政令で追加して指定するものとする。

(行政上の権利利益に係る満了日の延長に関する措置)

第三条 次に掲げる権利利益(以下「特定権利利益」という。)に係る法律、政令又は内閣府設置法

(平成十一年法律第八十九号)第七条第三項 若しくは第五十八条第四項 (宮内庁法 (昭和二

十二年法律第七十号)第十八条第一項 において準用する場合を含む。)若しくは国家行政組織

法 (昭和二十三年法律第百二十号)第十二条第一項 若しくは第十三条第一項 の命令若しくは

内閣府設置法第七条第五項 若しくは第五十八条第六項 若しくは宮内庁法第八条第五項 若し

くは国家行政組織法第十四条第一項 の告示(以下「法令」という。)の施行に関する事務を所管

する国の行政機関(内閣府、宮内庁並びに内閣府設置法第四十九条第一項 及び第二項 に規

定する機関並びに国家行政組織法第三条第二項 に規定する機関をいう。以下同じ。)の長(当
　 　

該国の行政機関が内閣府設置法第四十九条第一項 若しくは第二項 又は国家行政組織法第三

条第二項 に規定する委員会である場合にあっては、当該委員会)は、特定非常災害の被害者の

特定権利利益であってその存続期間が満了前であるものを保全し、又は当該特定権利利益であ



ってその存続期間が既に満了したものを回復させるため必要があると認めるときは、特定非常災

害発生日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日(以下「延長期日」という。)

を限度として、これらの特定権利利益に係る満了日を延長する措置をとることができる。

一 法令に基づく行政庁の処分(特定非常災害発生日以前に行ったものに限る。)により付与され

た権利その他の利益であって、その存続期間が特定非常災害発生日以後に満了するもの

二 法令に基づき何らかの利益を付与する処分その他の行為を当該行為に係る権限を有する行

政機関(国の行政機関及びこれらに置かれる機関並びに地方公共団体の機関に限る。)に求め

ることができる権利であって、その存続期間が特定非常災害発生日以後に満了するもの

2 前項の規定による延長の措置は、告示により、当該措置の対象となる特定権利利益の根拠とな

る法令の条項ごとに、地域を単位として、当該措置の対象者及び当該措置による延長後の満了

日を指定して行うものとする。

3 第一項の規定による延長の措置のほか、同項第一号の行政庁又は同項第二号の行政機関

(次項において「行政庁等」という。)は、特定非常災害の被害者であって、その特定権利利益に

ついて保全又は回復を必要とする理由を記載した書面により満了日の延長の申出を行ったもの

について、延長期日までの期日を指定してその満了日を延長することができる。

4 延長期日が定められた後、第一項又は前項の規定による満了日の延長の措置を延長期日の

翌日以後においても特に継続して実施する必要があると認められるときは、第一項の国の行政機

関の長又は行政庁等は、同項又は前項の例に準じ、特定権利利益の根拠となる法令の条項ごと

に新たに政令で定める日を限度として、当該特定権利利益に係る満了日を更に延長する措置を

とることができる。

5 前各項の規定にかかわらず、災害その他やむを得ない事由がある場合における特定権利利益

に係る期間に関する措置について他の法令に別段の定めがあるときは、その定めるところによ

る。

(期限内に履行されなかった義務に係る免責に関する措置)

第四条 特定非常災害発生日以後に法令に規定されている履行期限が到来する義務(以下「特定

義務」という。)であって、特定非常災害により当該履行期限が到来するまでに履行されなかった

ものについて、その不履行に係る行政上及び刑事上の責任(過料に係るものを含む。以下単に

「責任」という。)が問われることを猶予する必要があるときは、政令で、特定非常災害発生日から

起算して四月を超えない範囲内において特定義務の不履行についての免責に係る期限(以下

「免責期限」という。)を定めることができる。

2 免責期限が定められた場合において、免責期限が到来する日の前日までに履行期限が到来す

る特定義務が免責期限が到来する日までに履行されたときは、当該特定義務が特定非常災害に

より履行されなかったことについて、責任は問われないものとする。

3 免責期限が定められた後、前二項に定める免責の措置を免責期限が到来する日の翌日以後に

おいても特に継続して実施する必要があると認められるときは、政令で、特定義務の根拠となる



法令の条項ごとに、新たに、当該特定義務の不履行についての免責に係る期限を定めることが

できる。前項の規定は、この場合について準用する。

4 前三項の規定にかかわらず、特定義務が災害その他やむを得ない事由によりその履行期限が

到来するまでに履行されなかった場合について他の法令に別段の定めがあるときは、その定める

ところによる。

(債務超過を理由とする法人の破産手続開始の決定の特例に関する措置)

第五条 特定非常災害によりその財産をもって債務を完済することができなくなった法人に対して

は、第二条第一項又は第二項の政令でこの条に定める措置を指定するものの施行の日以後特

定非常災害発生日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日までの間、破産

手続開始の決定をすることができない。ただし、その法人が、清算中である場合、支払をすること

ができない場合又は破産手続開始の申立てをした場合は、この限りでない。

2 裁判所は、法人に対して破産手続開始の申立てがあった場合において、前項の規定によりその

法人に対して破産手続開始の決定をすることができないときは、当該決定を留保する決定をしな

ければならない。

3 裁判所は、前項の規定による決定に係る法人が支払をすることができなくなったとき、その他同

項の規定による決定をすべき第一項に規定する事情について変更があったときは、申立てにより

又は職権で、その決定を取り消すことができる。

4 前二項の規定による決定に対しては、不服を申し立てることができない。

5 第一項本文の法人の理事又はこれに準ずる者は、特定非常災害発生日から同項に規定する

政令で定める日までの間、他の法律の規定にかかわらず、その法人について破産手続開始の申

立てをすることを要しない。

(相続の承認又は放棄をすべき期間の特例に関する措置)

第六条 相続人(次の各号に掲げる場合にあっては、当該各号に定める者)が、特定非常災害発

生日において、特定非常災害により多数の住民が避難し、又は住所を移転することを余儀なくさ

れた地区として政令で定めるものに住所を有していた場合において、民法 (明治二十九年法律

第八十九号)第九百十五条第一項 の期間(この期間が同項 ただし書の規定によって伸長され

た場合にあっては、その伸長された期間。以下この条において同じ。)の末日が特定非常災害発

生日以後当該特定非常災害発生日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める

日の前日までに到来するときは、同項 の期間は、当該政令で定める日まで伸長する。

一 相続人が相続の承認又は放棄をしないで死亡した場合 その者の相続人

二 相続人(前号の場合にあっては、同号に定める者)が未成年者又は成年被後見人である場合

その法定代理人



(民事調停法 による調停の申立ての手数料の特例に関する措置)

第七条 特定非常災害により借地借家関係その他の民事上の法律関係に著しい混乱を生ずるお

それがある地区として政令で定めるものに特定非常災害発生日において住所、居所、営業所又

は事務所を有していた者が、当該特定非常災害に起因する民事に関する紛争につき、特定非常

災害発生日以後当該特定非常災害発生日から起算して三年を超えない範囲内において政令で

定める日までの間に、民事調停法 による調停の申立てをする場合には、民事訴訟費用等に関

する法律 (昭和四十六年法律第四十号)第三条第一項 の規定にかかわらず、その申立ての手

数料を納めることを要しない。

(建築基準法による応急仮設住宅の存続期間の特例に関する措置)

第八条 建築基準法第二条第三十五号 の特定行政庁は、同法第八十五条第一項 の非常災害

又は同条第二項 の災害が特定非常災害である場合において、被災者の住宅の需要に応ずるに

足りる適当な住宅が不足するため同条第四項 に規定する期間を超えて当該被災者の居住の用

に供されている応急仮設建築物である住宅を存続させる必要があり、かつ、安全上、防火上及び

衛生上支障がないと認めるときは、同項 の規定にかかわらず、更に一年を超えない範囲内にお

いて同項 の許可の期間を延長することができる。当該延長に係る期間が満了した場合において、

これを更に延長しようとするときも、同様とする。

(景観法による応急仮設住宅の存続期間の特例に関する措置)

第九条 市町村長は、景観法第七十七条第一項 の非常災害又は同条第二項 の災害が特定非

常災害である場合において、被災者の住宅の需要に応ずるに足りる適当な住宅が不足するため

同条第四項 に規定する期間を超えて当該被災者の居住の用に供されている応急仮設建築物で

ある住宅を存続させる必要があり、かつ、これを存続させても良好な景観の形成に著しい支障が

ないと認めるときは、同項 の規定にかかわらず、更に一年を超えない範囲内において同項 の許

可の期間を延長することができる。当該延長に係る期間が満了した場合において、これを更に延

長しようとするときも、同様とする。



繍曜麟
濡細蜘籍叶終稗軸難臓頗燃針帆鰐懲峨距離』粧旗終期吻
堀

内
に
お
い
て
経
営
さ
れ
る
旅
館
業
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

鴎鯛輪嘘磯湖甑酎陀隙矯ふ瀕鋤蝋瞬獣遭づく営業の許
可(特定被
災

食
品
衛
生
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
)
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
の
承
認
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る

製
造
所
又
は
加
工
所
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

棚撞綴靴紙離礁針細謙勘定樹隊臨排甑瞭『狩靴纏耐ば鰯碇灘鰭班
駆

る
J

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
入
所
給
付
費

の
入
所
給
付
決
定

親選綴鎚概鵬止叶棚隙勧左藤崇顕鰍樋紗鰍翻瞬磯樽児入所施設の
指

棚難
舗噺繊
藤
昨計
湊
線の
五の五
第-
項の規定
に基
づく障害
児通
所
給

朝麺縮磯織藤群榊居襟卿随効柁
壌禰靴鵜耐斌鮪碇綱噌蝋鰯研鼓
准

児
童
福
祉
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
第
六
条
の
四
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
く
養
育
里
親
名
簿
へ
の
登
録

職
業
安
定
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
の

許
可

繊瞳鞍湖鑑乱掘蜘虞計籍淋繁雑嘘稲璃
十-号)第三十条
第-項の
規

鵬藤峠搬
燃鰍晦針瀞桝眺照臨枇町鰐房崎鰍計蛸戦線三幅蔵争闘
勅

鎚鵬肺臓嵐櫛園綴闘卿舗』綱嚇薄謝番瀞識増瞬預汁猷碍が翻倒鯛
陵

対
象
と
な
る
特
定
権
利
利
益

締疑獄誠班踊鮒歎蔀熱
撤

す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

又
は
加
工
所
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

滞般繊繊曜鴎納勧障害
児

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

琳碇轍繊維域内に居住
地

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
(
平
成

二
十
八
年
五
月
十
三
日
ま
で

に
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
者
を
除
く
J

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者
(
平
成

二
十
八
年
五
月
十
三
日
ま
で

に
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
者
を
除
く
。
)

特
定
被
災
区
域
内
に
保
険
医

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
を
有

す
る
者 対

象

者

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
(
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
)
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長

後
の
満
了
日
を
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
五
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

報平成 28 年 5 月 6 日 金曜日 官 (号外特第 26 号)
別添劃
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繊細鰹繊細概略嫌鰯薄謝艦隊蜘隊疎
ー顕』鞠競様躯酎紙幅碇縞
狼

雛
搬禍堰
醗難路
欝
離啄
生
計三
条
の二
の四
第-
項の
規
定に
基
づ
く医
療

鵬綴醐雌繍碗瀦幌墜鵬構樹艦蝶物客鋤藍鋸-(欄鯉鯛縦隊堀鞘奴細
繍

堆瞬欄堰謝蹴鰯時報鵬虻射旋膿卿落崎キ噸迎槻綻枇躯酎琳轍瞭繍
粥

事
務
所
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

離
蝶
細
難
報
唖
鰯
鰭
法
第
十三
条
の三
第-
項の
規
定に
基
づ
く
医
薬
品
等
外

躯服鴎難賊離隔繕溝第計距謙糊あ贈伽個瞬鰍嘘鄭鍬班噸
柵誰犠
鯵

被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
に
係
る
も
の
に
限
る
J

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
(
体
外
診

断鯛躯瞬鯛椛峨教科雅樹爾蝋燭糟砧認識一縄罰粉響造販売業の許可(
特

医
薬
紙
一
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

ト
昭
和
E
叶
五
畔
法
律
第
盾
四
十
五
号
。
以
下
医
薬
品
医
療
機
掴
算
法
「

い
う
一
第
匹
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
薬
局
の
開
設
の
許
可
{
特
定
被
災

区
域
内
に
在
る
薬
局
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給

掴
糖
鰭
鋤
嘱
胡
絢
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第三
項
の
規
定
に
基
づ

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
支
給

躯箸鯖勤惰期勅嶺蛸噂鰍湖鱈窮地樽乱掘鞠肥肝細酵鈷噂湖純二十
三

蟻
鰯鰯
灘
鰹
謙駿巌鰹
醐

業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
J

鞭鋤激嗣細融賊蹄轍甑臨御砕勘擬総灘蹄備蛇縦蕪熊溌嫡脚搬雌榛
湖

も
の
に
限
る
J

需榊諜報敬跡蹄榊班鯖鯖濡靴味鯉鱈隔離
薄網榊虻計粧僻鱗徽櫛
輔

帳
の
交
付

総轍撒繊細臓噺獣恥仰
解

隊繊細綴蜘瀬棚轍繊鋤
繍

が
在
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
医
薬
品
等
の
製
造
販

嬢
器
の
主
た
る
事
務
所
が

琳碇轍繊維域
内に製造
所

琳碇轍繊維域内に事務
所

特
定
被
災
区
域
内
に
薬
局
を

有
す
る
者

熊
本
県
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
者

熊
本
県
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
者

熊
本
県
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
者

熊
本
県
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
者

餅髄謝刷躯禰納枇銅精
神

端鰯繍鞭轍湖繭靴鍵腿
筋

琳碇
械
繊維域
内に居
住
地

需榊諜報敬跡蹄榊班鯖鯖濡靴味鯉鱈隔離
薄
網榊虻計粧僻鱗徽櫛
輔琳碇械繊維域内に居住
地

帳
の
交
付

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
簿
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下「
労
働
者
派
遣
法」
と
い
う。
)

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可

曜駿鮒噂醐鋤齢醐悌馳駆総帥醗馴激鞠細樋鵬鴎蝋綱鞭細樹掴瀞臓
唖

係
る
も
の
に
限
る
。
)

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
(
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十

衡

~

三
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定

班巌嘘腿殻期端緒聴講棚針競卿甑嚇肝顕靭硯醍欺鵡け鰍榊継雌煉
隣

る
J

擁瞬細岨縮覗湛僻総櫛蜘計蝋靭に湖ふ輔勤施錠鰍碑縞吠雌麟機器
の

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
高
度
管
理
医
療

機
器
等
の
販
売
業
又
は
貸
与
業
の
許
可
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。
)

灘鞭闘糠璽醐噺蝦臓湖此叶細疎週骨細櫛照臨靴醒め紋唯慎欄加減
続

継凍醐誰厩翻細縛眺悌に叶細疎逮骨細伽照臨靴暢け叡班巌編櫛搬
続

も
の
に
限
る
)

離郷鍋躯厩鰯闘鮮繊離蕃叶接
線の二
十四
第-
項の規
定に基
づく再
生

雌鰹鰯灘湖鯖鰐鰐紙嘘許計
,犠卿機叶虻堀野晒櫛槻鞭潔魁酵獣網
韓

暇
龍
講
繕
灘
詩
窯
控
擬
版吻
綴
雑
談蹄
鮭

も
の
に
限
る
。
)

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七

酎庇期す繍捌嚇接触離
派

遣
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
者
で

÷

:れ

あ
っ
て
、
特
定
被
災

区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
も
の
(
平
成
二
十
八

年
七
月
十
四
日
ま
で
に
当
該

許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
者
に
係
る
同
項
の
許

割勘鮪捌欄間が
満了す
る

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

蹄
碇轍
繊
維域
内に事
業
所

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

締縦織概纏繍内におい
て

特
定
被
災
区
域
内
に
店
舗
を

有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

造
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の

製
造
販
売
業
者
の
主
た
る
事

務
所
が
在
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

2報官



3 平成 28 年 5 月 6 日 金曜日 (号外特第 26 号)

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
一
般

相
談
支
援
事
業
者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に

限
る
J

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
相
談
支

援
給
付
費
等
の
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定

障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に

在
る
事
業
所
又
は
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
J

掘鰭船脚淵鰯鰹鰯瓢岬鎚澱僅解離縄徹糟鍬蝋燭鮒繍繊惨抑職構。申
粁

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
)

姻潮岬鮪縦断嫉切に燐粂噸卿観碇斌禄効戯誠曙飼鋤鋤隣瀦鮒鴎掩
勅

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
(
特

定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
号
事

業
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も

の
に
限
る
。
)

萌満報繊櫨賂断靖欄隙梯ふ顔劾蝋錠獣湛耐は断棚冴人保健施設の
許

介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
支
援
専
門
員
証

の
交
付

介
護
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
J

介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に

係
る
も
の
に
限
る
。
)

輸斌孫難熱疎瞬一種途絶辞施肥鴎船桃噂齢強ー軒旧教鮒鱗断磯好噛騨
関

る
。
)

介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

介
護
保
険
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
÷
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の

に
限
る
。
)

勘鵡臨鞭
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細

る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者
及
び
特
定
被
災

区
域
内
の
障
害
者
支
援
施
設

の
開
設
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

耕戦闘瓢麓綱噺卿粉鞭
療

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

滞錠鎚隊離職断脚勃護
老

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者
及
び
特
定
被
災

曜繍恥施粥鱈灘畑灘期
限

員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
の
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
開
設
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

臥蝉徴制締焼柵謂締切期粒訓鮫雛{醐吋脇総焔蝋索観測L坪戯飲
岬

支
給
の
申
請

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
(
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十

号
)
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定

特
定
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
六
号
)
第
八
条
第
一
項、
第
十
二
条
第
一
項
、

悌針旋総悌金項定鵬附棚競第骨相敷跳臓叶随競離し甑卿慨麟欺腿
が

医
療
費
又
は
定
期
検
査
手
当
の
支
給
の
請
求

締縦鳶粥鱒割お赫酔湖荊級榔端嫌細槻鑓幅繊細曜断憎綱靴服駕観
漣

(
平
成
二
十
年
法
律
第
二
号
)
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
追
加
給
付
金

の
支
給
の
請
求

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
自
立
支
援
医

療
機
関
の
指
定
(
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
に
係
る

も
の
に
限
る
。
)

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
費

の
支
給
認
定

鎚鰭鰭嫌齢競闘離郷粧叶瀞
牒酎枇榔卦顕瞬時碍靭硯蔀靴膿め鰍
謝

も
の
に
限
る
。
)

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

瀦碇轍繊維域
内に居住
地

特
定
被
災
区
域
内
の
指
定
自

立
支
援
医
療
機
関
の
開
設
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者
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勘端碇報酬都域内に事業
所

る
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る。
)

報官


